
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 

 今年度も体験学習の前に、島根大学教育学部の

作野広和教授に中山間地域の現状や課題について

講義をしていただきました。「中山間地域」の定義

や人口減少の要因となる自然動態や社会動態のメ

カニズムを学んだ後、【自分が町長だったら、飯南

町の小中学校を統廃合するか】というテーマでワ

ークショップを行い、飯南町の将来について考え

ました。 

体験学習では、森林セラピーを全員が行い、その

他５つの中から興味のある１つを体験しました。

今年度は新たに「地域特産品加工体験」が加わり、

地元の魅力食材として“くろもじ”の加工体験をし

ました。くろもじは様々な物に加工されています

が、今回はくろもじ茶作りをさせてもらいました。

活動発表の際には、そのお茶を２年生全員が試飲

し、くろもじの風味を楽しみました。 

 その他も、町内にあってもほとんどの生徒が初

めて体験するというものや、高校ではなかなかで

きない実習ばかりでした。その中で、飯南町の魅力

や課題、飯南町内で働いておられる方の仕事や飯

南町に対する思いもお聞きすることができまし

た。たくさんの方のご協力のもと、貴重な経験をさ

せていただき、ありがとうございました。 

最後に、班ごとに体験内容をまとめ、活動発表を

行いました。２年生は、１年次・２年次の体験学習

の多くが中止となっており、今回初めて大きな場

でのまとめ・発表の機会となりました。発表では、

体験したことに対して課題を把握し、自分達の考

えた解決策を発表に盛り込んでいる班もありまし

た。他の班の発表を通して、体験していない内容に

ついても２年生全体で共有し、中山間地域の自然

環境について理解を深めることができました。 



生徒は、「たくさんの先生に面接指導をしてもらい、

緊張感を持ってできた。先生ごとに質問やアドバイス

が違い、それがとてもためになった。」「練習するたび

に自分の言葉で伝えられるようになった。初めての質

問にも答えられるような対応力がついた。」「調べても

分からないことがありもやもやしていたが、専門職の

方に話を聞けて整理することができた。」「専門職の方

の考えや飯南町の取組等詳しく聞くことができた。そ

れを分かった上で、自分の考えを持つことが大事だと

感じた。」と話していました。これから先、自分の意

見や考えを伝える場面は多くあると思います。自分自

身の力にして、叶えたい進路に突き進んでいってほし

いと思います。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年は４名の助産師の方にお越しいただきました。 

はじめは、「生まれてきた自分の命」について考え

ました。妊娠中の赤ちゃんの成長や、両親、周りの人

の気持ちの変化等をお聞きしました。バースプラン

（出産計画）では、コロナ禍で父親が立ち会いできな

いこともある中、リモートで対応したり、不安を取り

除いたりする助産師の仕事についても教えていただ

きました。妊婦体験では、２名の生徒が妊婦ジャケッ

トを着用し、お腹の大きな時期の母親の大変さを感じ

ていました。 

後半は、「未来へつなぐ命」について考えました。

ライフプラン（人生設計）の話では、今後の人生は自

分自身で選択して決めていくもので、責任が伴ってく

るので、責任が取れるかどうかをしっかり考えて行動

していく大切さを感じました。 

生徒からは、「今回の講演会で、子どもが生まれる

ことのすごさや大変さが分かった。自分も同じように

生まれてきたと思うと、親への感謝の気持ちを感じ

た。」「自分が今健康に育っているのは、たくさんの人

に助けてもらい、支えられているからだと分かった。」

「命が生まれることは本当に奇跡なんだと改めて感

じ、より自分の命を大切にしていきたいと感じた。」

「命はずっと昔から繋がってきていて、昔の人が大事

に生んで育ててきたから今の私たちがいると思うと、

私も責任を持って生んで育てていく必要があると思

った。」等の感想が聞かれました。 

たくさんの命が繋がっていて、今の自分があること

を感じた生徒が多く、これからの自分の生き方につい

て考える良い機会となりました。ありがとうございま

した。 

 頓原中学校、赤来中学校の３年生の皆さんには、事

前にオンラインで、または自校で学校説明ＤＶＤを視

聴してから来校していただきました。 

 部活動紹介の後、昨年好評だった高校生との意見交

換会を行い、町内生、町外生、県外生の生徒がそれぞ

れ中学生からの質問に答えました。中学生からは、「な

ぜ飯南高校を選んだのか？」「部活動の魅力は？」「ど

んな地域から来ているのか？」「勉強で大切にしてい

ることは？」等、様々な質問が出ていました。 

 その後の授業参観では、たくさんの中学生の皆さん

が興味を持っていた習熟度別少人数授業の様子や、中

学校にはない簿記の授業等を見てもらいました。 

自分の選択した進路先に向けて、本格的に動き出し

ている３年生。積極的に教員に声をかけ、面接や小論

文等の個別指導を受けようとする生徒の姿を、毎日の

ように見かけるようになりました。練習を重ねる中

で、生徒は自分自身と向き合い、なぜその就職先、進

学先に行きたいのか、自己アピールポイントは何なの

か等をじっくりと考え、相手に伝わる表現の仕方を学

んでいます。教員だけでなく、養護教諭や魅力化コー

ディネーターにも指導を仰ぎ、様々な視点から助言を

もらっています。 

また、町内で自分の目指す職域に従事しておられる

方々にも協力していただき、進路に活かすためにイン

タビューをさせてもらっています。 

 

中学生からは、「近くにある高校だが知らないこと

も多く、今回様々なことが分かってよかった。」「実際

に見たり聞いたりして飯南高校のイメージがずいぶ

ん変わった。高校生活が楽しみになってきた。」「中学

校と高校の違いがよく分かった。」等の感想をもらい

ました。高校生から直接話を聞いたことで、生徒の雰

囲気を感じながら疑問を解消してもらえたようです。 

今回は残念ながら実際に部活動をしている姿を見

てもらうことはできませんでしたが、部活動を楽しみ

ながら真剣に取り組んでいる飯南高校生の姿も大き

な魅力の一つです。今回の説明会と共に、進路決定の

参考にしていただけたら嬉しいです。 

 今年度も、赤来ライオンズクラブ後援で、来島保健

センターにて献血が行われました。９月に２、３年生

に対して献血セミナーを実施した際、今回の献血の告

知があり、それを受けて６名の生徒が希望してくれま

した。どうして献血をしようと思ったのか聞いてみる

と、「セミナーを受けて献血の大切さが分かり、献血

してみようと思った」という生徒以外にも、「興味が

あった」「１８歳になったらしてみようと思っていた」

という答えも返ってきました。中には「血液型を知り

たくて」という生徒も。「血液型も分かって献血にも

貢献できたら、どちらもいいと思った。」と話してい

ました。受付や事前の血液検査で残念ながら基準を満

たさず献血できなかった生徒もいましたが、意思を持

って行動に移してくれたことはとても大きなことだ

と思います。 

赤十字血液センターの方は、「今年も飯南高校の生

徒が献血に来てくれて嬉しい」と話しておられまし

た。今回に限らず、機会を作って続けてくれたらと思

います。 



 

島根県高等学校新人テニス大会 

【女子ダブルス】２ペア出場 

 安部千桜・上田詩乃ペア 

（順位決定戦の結果最終６位！） 

 

 

【女子シングルス】４名出場 

 森山 智望        （順位結果最終１１位） 

安部 千桜        （順位結果最終１５位） 

 片地 ことの       （順位結果最終１７位） 

 

秋季野球大会一次 

【１回戦】飯南 ９－１１ 大東 

【会場】島根県民会館 

【時間】１０：００～１８：００ 

（最終日１５：００） 

【料金】観覧無料 

島根県高等学校卓球選手権大会 

【男子シングルス】５名出場 

【女子シングルス】３名出場 

 西嶋 麻里 ２回戦進出 

【男子ダブルス】２ペア出場 

【女子ダブルス】１ペア出場 

島根県高等学校新人陸上競技大会 

【女子 １年１００ｍ】 

 稲田 七星  

【女子 走幅跳】 

 稲田 七星  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾１０月号 令和３年１０月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

１０月２５日（月）公開授業旬間（～１１月５日） 

１１月 ８日（月）人権週間 

         人権教育講演会（３年） 

         学校生活に関するアンケート 

９日（火）人権教育ＬＨＲ 

   １１日（木）第２回防災訓練 

   １８日（木）試験発表 

   ２５日（木）期末試験（～３０日） 


